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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成24年11月29日(2012.11.29)

【公開番号】特開2010-144249(P2010-144249A)
【公開日】平成22年7月1日(2010.7.1)
【年通号数】公開・登録公報2010-026
【出願番号】特願2009-281810(P2009-281810)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  29/10     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  29/04     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   1/05     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  29/10    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  29/04    　　　Ｚ
   Ｃ２２Ｃ   1/05    　　　Ｇ
   Ｂ２３Ｂ  27/14    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窒素を基本的に含まず、バインダー相が５～２５vol％Ｃｏの量のＣｏであり、Ｔｉ：
Ｗ原子比が２．５～１０になる量でＴｉＣおよびＷＣを更に含むサーメット部材であって
、Ｃｒ：Ｃｏ原子比が０．０２５～０．１４になる量で更にＣｒを含むことを特徴とする
サーメット部材。
【請求項２】
　Ｃｒ：Ｃｏ原子比が０．０３５～０．０９であることを特徴とする請求項１に記載のサ
ーメット部材。
【請求項３】
　ＴｉＣALRが焼結済材料中のＴｉＣ核のＴｉＣ平均長さ比であり、ＴｉＣVR,rawが原材
料中のＴｉＣの体積分率である比ｘTic＝ＴｉＣALR／ＴｉＣVR,rawが、１／５より大きい
ことを特徴とする請求項１または２に記載のサーメット部材。
【請求項４】
　前記サーメット部材が５から１２vol％の量のコバルトを含み、前記サーメット部材が
１７００～２５００ＨＶ３の硬さを有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載のサーメット部材。
【請求項５】
　前記サーメット部材が１２～２５vol％の量のコバルトを含み、前記サーメット部材が
１４００～２０００ＨＶ３の硬さを有することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載のサーメット部材。
【請求項６】
　Ｔｉ：Ｗ原子比が４．５～１０であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載
のサーメット部材。
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【請求項７】
　Ｔｉ：Ｗ原子比が２．５～４．５であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
載のサーメット部材。
【請求項８】
　ＴｉＣおよびＷＣを含む硬質成分を形成する粉末およびバインダー相を形成するコバル
ト粉末の混合物を混練により形成する工程、前記混合物の造粒工程、加圧成形工程および
焼結してサーメット部材にする工程を含む、基本的に窒素を含まないサーメット部材を製
造する方法であって、焼結後にコバルトバインダー相がサーメット部材の５～２５vol％
を構成するような量でコバルトが加えられ、ＴｉＣおよびＷＣが、Ｔｉ：Ｗ原子比が２．
５～１０になる量で加えられ、Ｃｒが、Ｃｒ：Ｃｏ原子比が０．０２５～０．１４になる
量で加えられることを特徴とする方法。
【請求項９】
　クロムが、コバルトとプリアロイされた状態で添加されることを特徴とする請求項８に
記載のサーメット部材を製造する方法。
【請求項１０】
　クロムがＣｒ3Ｃ2として添加されることを特徴とする請求項８または９に記載のサーメ
ット部材を製造する方法。
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